
戒
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制
定
の
根
底

龍

口

明

生

龍

谷

大

学

は

じ

め

に

比
丘
僧
伽
（
及
び
比
丘
尼
僧
伽
）
は
出
世
間
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
修
行
を
中
心
と
す
る
比
丘
達
の
生
活
は
、
当
然
世
間
と
も
関
わ

っ
て
お
り
、
特
に
衣
食
に
関
し
て
は
世
間
の
人
々
と
の
交
流
の
中
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

戒
律
規
定
が
制
定
さ
れ
る
根
底
を

察
す
る
に
は
、
彼
等
の
修
行
生
活
と
世
俗
社
会
の
関
わ
り
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
戒
の

条
数
は
一
般
に
比
丘
二
百
五
十
戒
、
比
丘
尼
五
百
戒
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

四
分
律

に
つ
い
て
言
え
ば
比
丘
戒
は
二
五
〇
条
で
あ

り
、
比
丘
尼
戒
は
三
四
八
条
で
あ
る
。
何
れ
の
戒
条
も
基
本
的
に
は
最
初
に
因
縁
譚
（n

id
a
n
a

）
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
因
縁
譚
は
、
戒

が
制
定
さ
れ
る
に
至
る
状
況
を
述
べ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
戒
を
制
定
す
る
意
図
の
根
底
が
明
ら
か
と
な
る
。

な
お
、
本
論
文
で
は
諸
律
の
中
、

四
分
律

を
中
心
に
取
り
上
げ
検
討
す
る
。

四
分
律

の
経

１
分
別
は
、
比
丘
分
別
も
比
丘
尼
分
別
も
共
に
各
々
の
戒
条
の
記
述
様
式
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
お
り
、
以
下
の
如
く
で

２
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一

因
縁
譚
、
二

戒
条
、
三

戒
条
の
文
義
の
解
釈
、
四

戒
条
・
罪
過
の
解
釈
敷
衍
、
五

不
犯
・
無
犯
、
六

戒
条
規
定
の
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犯
例
、

の
様
式
を
と
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の

因
縁
譚

も
ま
た
一
定
の
形
式
で
以
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

①
場
所
、
②
比
丘
が
或
る
種
の
行
為
を
す
る
（＝

３
事
件
）、
③
事
件
を
起
こ
し
た
比
丘
に
対
す
る
世
間
の
人
々
の
非
難
、
④
当
の
比

丘
に
対
す
る
人
々
の
非
難
を
他
の
比
丘
達
が
聞
き
、
事
件
を
起
こ
し
た
比
丘
を
非
難
す
る
、
⑤
諸
比
丘
は
こ
の
事
件
を
釈
尊
へ
伝
え

る
、
⑥
釈
尊
は
比
丘
達
を
集
め
る
、
⑦
釈
尊
は
事
件
を
起
こ
し
た
比
丘
本
人
に
真
偽
を
問
い
質
す
、
⑧
事
件
を
起
こ
し
た
比
丘
の
返

答
、
⑨
彼
の
比
丘
に
対
す
る
釈
尊
の
呵
責
、
⑩
十
利
の
為
の
故
に
結
戒
す
る
（
以
下
、

二

戒
条

、

三

戒
条
の
文
義
の
解
釈

…
…
と
続
く
）。

な
お
、
こ
の
①
〜
⑩
の
各
部
分
が
揃
っ
た
形
式
で
以
て
全
て
の
戒
条
が
記
述
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば

四
分
律

に
つ

い
て
言
え
ば
、
⑦
、
⑧
の
部
分
の
欠
落
し
た
因
縁
譚
が
多
い
し
、
そ
の
他
の
部
分
が
省
略
さ
れ
た
形
の
も
の
も
諸
律
共
通
し
て
認
め
ら
れ

る
。
と
も
あ
れ
右
に
示
し
た
形
式
が
最
も
多
く
見
出
さ
れ
る
叙
述
様
式
で
あ
る
。

本
論
文
で
は
、
上
記
の
因
縁
譚
中
、
特
に

③
事
件
を
起
こ
し
た
比
丘
に
対
す
る
世
間
の
人
々
の
非
難

、

④
当
の
比
丘
に
対
す
る

人
々
の
非
難
を
他
の
比
丘
達
が
聞
き
、
事
件
を
起
こ
し
た
比
丘
を
非
難
す
る

、
そ
し
て

⑨
釈
尊
の
呵
責

、
の
部
分
を
取
り
上
げ
、
そ

れ
ら
の
非
難
・
呵
責
の
内
容
を
手
が
か
り
と
し
て
戒
律
制
定
の
淵
源
を

察
し
て
み
た
い
。

一

戒
制
定
の
目
的

経
分
別
中
の
二
百
五
十
条
の
各
々
の
制
戒
の
目
的
は
、
前
述
の

十
利
の
為
の
故
に
結
戒
す
る

と
あ
る
如
く
、
い
ず
れ
の
律
に
も

こ
れ
と
同
趣
旨
の
十
種
の
目
的
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
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四
分
律

で
は

十
句
義

と
呼
ん
で
い
る
。
な
お
、

五
分
律

に
は

十
利

、

十
誦
律

・

根
本
説
一
切
有
部
律

も
共
に

十
利

と
呼
び
、

摩

僧
祇
律

に
は

十
事
利
益

と
称
し
、
パ
ー
リ
律
で
はd

a
sa a

tth
a
v
a
se

と

４
あ
る
。
具
体
例
と
し
て
、

四

分
律

の
四
波
羅
夷
法
第
一
の
制
戒
を
挙
げ
れ
ば
、

爾
時
世
尊
無

方
便
呵
責
已
告
諸
比
丘
。
須
提
那
癡
人
。
多
種
有
漏
處
最
初
犯
戒
。
自
今
已
去
。
與
諸
比
丘
結
戒
。
集
十
句
義
。
一

取
於
僧
。
二

令
僧
歓
喜
。
三

令
僧
安

。
四

令
未
信
者
信
。
五

已
信
者
令
増
長
。
六

難
調
者
令
調
順
。
七

慚
愧
者
得
安

。

八

断
現
在
有
漏
。
九

断
未
來
有
漏
。
十

正
法
得
久
住
。
欲
説
戒
者
當
如
是
説
。
若
比
丘
犯
不

行
行
婬
欲
法
。
是
比
丘
波
羅
夷

不

５
共
住
。

と
十
句
義
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
、

取
於
僧
（
僧
伽
の
統
制
の
為
に
）

二
、
令
僧
歓
喜
（
僧
伽
の
構
成
員
を
歓
ば
し
め
る
為
に
）

三
、
令
僧
安

（
僧
伽
の
構
成
員
を
安
楽
な
ら
し
め
る
為
に
）

四
、
令
未
信
者
信
（
非
仏
教
徒
に
仏
教
を
信
ぜ
し
め
る
為
に
）

五
、
已
信
者
令
増
長
（
す
で
に
仏
教
徒
で
あ
る
者
に
信
を
深
め
さ
せ
る
為
に
）

六
、
難
調
者
令
調
順
（
比
丘
と
し
て
相
応
し
く
無
い
者
を
真
の
比
丘
に
教
育
す
る
為
に
）

七
、
慚
愧
者
得
安

（
出
家
者
に
反
す
る
行
為
を
し
て
慚
愧
し
て
い
る
者
に
反
省
の
機
会
を
与
え
、
心
の
平
安
を
得
さ
せ
る
為
に
）

八
、
断
現
在
有
漏
（
現
在
持
っ
て
い
る
煩
悩
を
断
つ
為
に
）

九
、
断
未
來
有
漏
（
未
来
に
起
こ
る
で
あ
ろ
う
煩
悩
を
断
つ
為
に
）
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十
、
正
法
得
久
住
（
仏
陀
の
教
え
が
滅
す
る
こ
と
な
く
末
永
く
正
し
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
）

と
あ
る
。

こ
の
十
種
の
目
的
は
、
ま
た
次
の
如
く
に
要
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
比
丘
達
が
世
間
の
人
々
（
仏
教
徒
あ
る
い
は
非
仏
教
徒
）
か
ら
好
意

的
に
受
け
容
れ
ら
れ
る
よ
う
に
（
第
四
、
五
）、
比
丘
各
人
の
修
行
が
進
む
よ
う
に
（
第
六
、
七
、
八
、
九
）、
そ
し
て
、
僧
伽
が
支
障
な
く

運
営
で
き
る
よ
う
に
（
第
一
、
二
、
三
）。
そ
の
結
果
と
し
て
、
仏
法
（
及
び
仏
教
教
団
）
が
永
続
す
る
よ
う
に
（
第
十
）。

戒
を
持
つ
こ
と
は
、
修
行
者
個
人
が
悟
る
た
め
の
出
発
点
で
あ
る
、
と
同
時
に
教
団
を
統
制
維
持
す
る
上
で
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
さ

ら
に
は
仏
法
を
未
来
へ
伝
え
る
機
能
を
も
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二

因
縁
譚
の
分
析

本
来
の
目
的
を
持
っ
て
出
家
し
た
者
、
悟
り
を
目
指
し
て
の
出
家
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
生
活
は
自
ず
と
出
家
者
と
し
て
相
応
し
い
も

の
と
な
る
。
し
か
し
、
他
の
目
的
で
以
て
出
家
し
た
者
に
と
っ
て
は
、
出
家
生
活
に
順
応
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
戒
制
定
に
至
る

状
況
を
語
る
因
縁
譚
に
は
、
出
家
者
と
し
て
相
応
し
く
な
い
行
為
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
場
合
、
在
家
者
か
ら
の
非
難
で
あ
り
、

ま
た
修
行
者
仲
間
か
ら
の
非
難
で
あ
り
、
釈
尊
か
ら
の
叱
責
で
あ
る
。

次
に
、
因
縁
譚
に
お
け
る
事
件
を
起
こ
し
た
比
丘
に
対
し
て
、
⒜
世
間
の
人
々
か
ら
の
、
⒝
諸
比
丘
か
ら
の
、
⒞
釈
尊
か
ら
の
、
そ
れ

ぞ
れ
の
非
難
の
具
体
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
た
い
。

二
百
五
十
戒
中
、
最
も
重
い
罪
で
あ
る
波
羅
夷
法
の
四
条
の
中
で
事
件
を
起
こ
し
た
比
丘
が
い
か
よ
う
に
非
難
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い

て
見
て
み
た
い
。
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波
羅
夷
法
第
一
婬
戒
。
条
文
は

若
比
丘
共
比
丘
同
戒
。
若
不
還
戒
戒

不
自
悔
。
犯
不

行
乃
至
共
畜
生
。
是
比
丘
波
羅
夷
不

６
共
住

で
あ
り
、
こ
の
制
戒
の
直
前
の
因
縁
譚
中
に
は
次
の
如
く
あ
る
。

⒜
世
間
の
人
々
か
ら
の
非
難

無
し
。

⒝
教
団
内
部
の
者
（
諸
比
丘
）
か
ら
の
非
難

諸
比
丘
言
。
須
提
那
。
汝
云
何
乃
作
如
是

事
。
於
如
來
清

法
中
。
於
欲
無
欲
於
垢
無
垢
。
能
断
渇
愛
破

巣
窟
。
除
衆
結
縛
愛

盡
涅
槃
。
汝
今
云
何
於
此
清

法
中
。
與
故
二
共
行
不

行
耶
。（
大
正
新
脩
大
蔵
経

二
二
巻

五
七
〇
頁

中

以
降

大
正

と
略
記
）

須
提
那
の
行
為
を
比
丘
達
は

如
是
悪
事

と
言
い
、
非
難
し
て
い
る
。
悪
事
と
は
煩
悩
を
断
じ
悟
り
へ
向
か
う
の
に
妨
げ
と
な
る
行

為
を
意
味
し
て
い
る
。

⒞
釈
尊
の
呵
責

世
尊
爾
時
以
此
因
縁
集
諸
比
丘
。（
中
略
）
問
須
提
那
。
汝
實
與
故
二
行
不

行
耶
。
如
是
世
尊
。
我
犯
不

行
。
爾
時
世
尊
以
無

方
便
呵
責
言
。
汝
所
為
非
。
非
威
儀
非
沙
門
法
非

行
非
隨
順
行
。
所
不
應
為
。（
大
正

二
二
巻

五
七
〇
頁

中
）

世
尊
は
須
提
那
の
行
為
を
呵
責
す
る
。
威
儀
に
非
ず
、
沙
門
法
に
反
し
、
従
う
べ
き
行
為
で
は
な
く
、
な
す
べ
き
行
い
で
は
な
い
と
非

難
し
て
い
る
。

波
羅
夷
法
第
二
盗
戒
。
条
文
は

若
比
丘
。
若
在
村
落
。
若
閑

處
。
不
與

心
取
。
隨
不
與
取
法
。
若
為
王
王
大
臣
所
捉
。
若
殺
若

縛
若

出
國
。
汝
是
賊
汝
癡
汝
無
所
知
。
是
比
丘
波
羅
夷
不

７
共
住

で
あ
り
、
こ
の
制
戒
の
因
縁
譚
中
に
は
次
の
如
く
あ
る
。

⒜
世
間
の
人
々
か
ら
の
非
難
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時
羅
閲
城
中
有
諸
居
士
不
信

佛
法
衆
者
。
皆
譏
嫌
言
。
沙
門
釋
子
無
有
慚
愧
無
所
畏
懼
不
與
而
取
。
外
自

言
。
我
知
正
法
。
如

是
何
有
正
法
。（
大
正

二
二
巻

五
七
三
頁

上
）

こ
こ
で
は
仏
法
を
信
楽
し
な
い
居
士
達
か
ら
、
釈
尊
の
弟
子
達
は
慚
愧
が
な
く
、
畏
れ
を
知
ら
な
い
者
達
で
あ
り
、
他
者
に
対
し
て
は

自
分
た
ち
は

正
法
を
知
っ
て
い
る

と
言
っ
て
は
い
る
が
、
彼
等
は
本
当
に
正
法
が
解
っ
て
い
る
の
か
、
と
非
難
さ
れ
て
い
る
。

⒝
教
団
内
部
の
者
（
諸
比
丘
）
か
ら
の
非
難

時
諸
比
丘
聞
諸
少
欲
知
足
行
頭
陀
知
慚
愧

學
戒
者
。
嫌
責
檀
尼
迦
。
云
何

瓶
沙
王
材
木
耶
。（
大
正

二
二
巻

五
七
三
頁

上
）

諸
比
丘
の
中
の
少
欲
知
足
で
、
頭
陀
を
行
じ
、
慚
愧
を
知
り
、
そ
し
て
戒
を
よ
く
持
っ
て
い
る
比
丘
が
非
法
を
行
っ
た
檀
尼
迦
を
非
難

し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
た
だ

盗
行
為
を

嫌
責

し
た
と
の
み
あ
る
。

⒞
釈
尊
の
呵
責

世
尊
爾
時
以
無

方
便

責
檀
尼
迦
比
丘
言
。
汝
所
為
非
。
非
威
儀
非
沙
門
法
非

行
非
隨
順
行
。
所
不
應
為
。（
大
正

二
二
巻

五

七
三
頁

上
）

世
尊
は
檀
尼
迦
比
丘
の
行
為
を
呵
責
し
て
、
威
儀
に
非
ず
、
沙
門
法
に
非
ず
、
浄
行
に
非
ず
、
従
う
べ
き
行
為
で
は
な
く
、
な
す
べ
き

行
い
で
は
な
い
と
非
難
し
て
い
る
。

波
羅
夷
法
第
三
断
人
命
戒
。
条
文
は

若
比
丘
故
自
手
断
人
命
。
持
刀
與
人
歎
誉
死
快
歓
死
。
咄
男
子
用
此

活
為
寧
死
不
生
。
作
如

是
心
思
惟
。
種
種
方
便
歎
誉
死
快
歓
死
。
是
比
丘
波
羅
夷
不

８
共
住

で
あ
り
、
こ
の
制
戒
の
因
縁
譚
中
に
は
次
の
如
く
あ
る
。

⒜
世
間
の
人
々
か
ら
の
非
難

時
有
諸
居
士
礼

諸
寺
。
漸
次
至
彼
園
中
見
已
皆
共
驚
怪
譏
嫌
言
。
此
園
中
乃
有
是
変
。
沙
門
釋
子
無
有
慈
愍
共
相
殺
害
。
自

言
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我
修
正
法
如
是
何
有
正
法
。
共
相
殺
害
。
此
諸
比
丘
猶
自
相
殺
況
於
餘
人
。
我
等
自
今
勿
復
敬
奉
承
事
供
養
沙
門
釋
子
。（
大
正

二

二
巻

五
七
六
頁

上
）

こ
こ
で
は
諸
寺
に
礼
拝
に
行
っ
た
居
士
達
か
ら
、

沙
門
釈
子
は
慈
愍
な
く
し
て
互
い
に
殺
し
合
っ
て
い
る
。
自
分
た
ち
は
正
法
を
修

し
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
の
に
、
な
ん
ら
の
正
法
も
あ
り
は
し
な
い
。

と
非
難
し
て
い
る
。

⒝
教
団
内
部
の
者
（
諸
比
丘
）
か
ら
の
非
難

無
し
。

⒞
釈
尊
の
呵
責

汝
所
為
非
非
威
儀
非
沙
門
法
非

行
非
隨
順
行
。
所
不
應
為
。
云
何
婆

園
中
比
丘
癡
人
。
而
自
共
断
命
。（
大
正

二
二
巻

五
七
六

頁

中
）

世
尊
は
婆

園
中
の
比
丘
の
行
為
を
呵
責
し
て
、
威
儀
に
非
ず
、
沙
門
法
に
非
ず
、
浄
行
に
非
ず
、
従
う
べ
き
行
為
で
は
な
く
、
な
す

べ
き
行
い
で
は
な
い
と
非
難
し
て
い
る
。

波
羅
夷
法
第
四
大
妄
語
戒
。
条
文
は

若
比
丘
實
無
所
知
自

言
。
我
得
上
人
法
我
知
是
我
見
是
。
彼
於
異
時
若
問
若
不
問
。
欲
自
清

故
言
。
我
實
不
知
不
見
言
知
言
見
虚
誑
妄
語
。
是
比
丘
波
羅
夷
不

９
共
住

で
あ
り
、
こ
の
制
戒
の
因
縁
譚
中
に
は
次
の
如
く
あ
る
。

⒜
世
間
の
人
々
か
ら
の
非
難

無
し
。

⒝
教
団
内
部
の
者
（
諸
比
丘
）
か
ら
の
非
難

無
し
。
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⒞
釈
尊
の
呵
責

時
世
尊
以
無

方
便

責
婆

河
邊
僧
伽
藍
中
安
居
諸
比
丘
已
。
告
諸
比
丘
。
此
愚
人
。
多
種
有
漏
處
最
初
犯
戒
。（
大
正

二
二
巻

五
七
八
頁

上
）

世
尊
は
婆

河
邊
の
僧
伽
藍
で
安
居
し
て
い
た
諸
比
丘
の
行
為
を
無
数
の
方
便
で
以
て
呵
責
し
、
彼
等
を

愚
人

と
非
難
し
て
い
る
。

以
上
、
四
波
羅
夷
法
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
事
件
を
起
こ
し
た
比
丘
に
対
す
る
非
難
の
面
に
注
目
し
て
み
た
。

事
件
を
起
こ
し
た
比
丘
が
誰
か
ら
非
難
を
受
け
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
第
一
波
羅
夷
で
は
、
世
間
の
人
々
か
ら
の
非
難
は
無
く
、
諸
比

丘
の
非
難
と
釈
尊
か
ら
の
非
難
で
あ
る
。
第
二
波
羅
夷
で
は
、
世
間
の
人
々
の
非
難
、
諸
比
丘
か
ら
の
非
難
、
釈
尊
か
ら
の
非
難
と
す
べ

て
揃
っ
て
い
る
。
第
三
波
羅
夷
は
、
世
間
の
人
々
か
ら
の
非
難
及
び
釈
尊
か
ら
の
非
難
と
で
あ
っ
て
、
諸
比
丘
か
ら
の
非
難
は
欠
け
て
い

る
。
そ
し
て
第
四
波
羅
夷
は
、
世
間
の
人
々
の
非
難
も
諸
比
丘
か
ら
の
非
難
も
欠
如
し
て
お
り
、
た
だ
釈
尊
か
ら
の
非
難
の
み
で
あ
る
。

誰
か
ら
非
難
を
受
け
て
い
る
か
に
つ
い
て
僅
か
四
箇
条
に
つ
い
て
の
検
討
で
は
あ
る
が
、
種
々
に
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
禁
止

さ
れ
る
内
容
の
相
違
に
基
づ
く
と

え
ら
れ
る
。
な
お
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
釈
尊
か
ら
の
非
難
は
何
れ
の
条
項
に
も
具
わ
っ
て
い
る
。

次
に
、
各
立
場
か
ら
の
非
難
の
内
容
に
注
目
し
て
み
た
い
。

世
間
の
人
々
か
ら
の
事
件
を
起
こ
し
た
比
丘
へ
の
非
難
は
、
沙
門
釈
子
は
慚
愧
が
無
く
畏
懼
す
る
と
こ
ろ
が
無
い
、
ま
た
他
に
対
し
て

私
は
正
法
を
知
っ
て
い
る
と
言
っ
て
は
い
る
が
、
一
体
ど
こ
に
正
法
が
あ
る
の
か
、
ま
た
慈
愍
の
心
も
何
等
持
っ
て
は
い
な
い
で
は
な
い

か
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
非
難
は
い
か
な
る
観
点
か
ら
の
も
の
で
あ
る
か
と
言
え
ば
、
当
時
の
、
周
囲
の
人
々
が
懐
く
共
通
し

た
出
家
者
像
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
出
家
者
（
な
い
し
所
属
す
る
教
団
）
が
日
常
的
に
人
々
に
説
い
て
い
る
教
え
の
内
容
と

彼
の
行
為
と
の
不
一
致
を
鋭
く
突
く
立
場
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
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諸
比
丘
か
ら
の
事
件
を
起
こ
し
た
比
丘
へ
の
非
難
は
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は
悪
事
で
あ
る
、
仏
教
教
団
に
お
い
て
は
欲
望
を
滅
し
煩
悩

を
断
じ
て
涅
槃
を
得
べ
き
で
あ
る
の
に
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は
容
認
し
難
い
、
と
い
っ
た
非
難
で
あ
る
。
こ
の
非
難
は
、
釈
尊
の
教
え
に

帰
依
し
、
出
家
し
て
、
悟
り
を
求
め
て
修
行
し
て
い
る
比
丘
達
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
仏
陀
の
教
え
の
内
容
を
反
映
し
た
立
場
か
ら
の
も

の
で
あ
る
。

釈
尊
か
ら
の
事
件
を
起
こ
し
た
比
丘
へ
の
非
難
は
、
そ
の
行
為
は
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
威
儀
に
非
ず
、
沙
門
法
に
非
ず
、
浄

行
に
非
ず
、
隨
順
す
べ
き
行
為
で
は
な
く
、
な
す
べ
き
行
い
で
は
な
い
、
と
非
難
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
非
難
は
、
事
件
を
起
こ
し
た
比
丘

本
人
が
悟
り
へ
向
か
っ
て
正
し
く
修
行
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
の
呵
責
で
あ
る
。

三

非
難
の
叙
述
の
分
類

四
分
律

四
波
羅
夷
法
に
お
け
る
因
縁
譚
中
に
見
ら
れ
る
事
件
を
起
こ
し
た
比
丘
に
対
す
る
非
難
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
如
く
で
あ

る
。
次
に
他
の
戒
条
の
因
縁
譚
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
検
討
し
て
み
た
い
。

事
件
を
起
こ
し
た
比
丘
は
、
具
体
的
に
い
か
な
る
人
々
か
ら
非
難
を
受
け
、
さ
ら
に
ど
う
い
っ
た
点
を
非
難
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
こ
で
、
⒜
世
間
の
人
々
か
ら
の
非
難
、
⒝
諸
比
丘
か
ら
の
非
難
、
⒞
釈
尊
か
ら
の
非
難
、
の
三
者
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
非
難

者
と
非
難
内
容
と
に
注
目
し
て
、
具
体
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
た
い
。

⒜
世
間
の
人
々
か
ら
の
非
難

事
件
を
起
こ
し
た
比
丘
を
非
難
す
る
者
と
し
て
は
、

長
者

、

諸
長
者

、

諸
居
士

が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
の
他

諸
梵
志
等

、
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外
道

、

諸
大
臣

、

諸
不
信

大
臣

等
か
ら
の
非
難
も
あ
る
。

こ
の
世
間
の
人
々
は
、
在
家
仏
教
徒
と
非
仏
教
徒
と
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
長
者
や
居
士
た
ち
と
い
え
ば
、
仏
教
徒

と
見
な
し
が
ち
で
あ
る
が
、
仏
教
徒
と
し
て
の
立
場
か
ら
彼
の
比
丘
達
を
非
難
し
て
い
る
と
は
一
概
に
は
言
え
な
い
。
事
例
は
少
な
い
が
、

あ
る
居
士
は
非
仏
教
徒
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
一
例
と
し
て
、

時
羅
閲
城
中
有
諸
居
士
不
信

佛
法
衆
者
。

皆
譏

10
嫌
言
。

と
あ
る
よ
う
に
、
羅
閲
城
の
居
士
達
の
中
に
は

仏
法

を
信
楽
し
な
い
人
々
、
す
な
わ
ち
三
宝
に
帰
依
し
て
い
な
い
居

士
達
が
事
件
を
起
こ
し
た
比
丘
を
非
難
し
て
い
る
。
重
複
す
る
き
ら
い
は
あ
る
が
、
次
に
非
難
の
具
体
例
を
示
す
。

居
士
、
諸
居
士
の
非
難
の
例
と
し
て
は
、

一
、
時
居
士
譏
嫌
言
。
此
沙
門
釋
子
。
不
知
慚
愧
受
取
無
厭
。
外
自

言
。
我
知
正
法
。
如
是
有
何
正
法
。（
大
正

二
二
巻

七
〇
四

頁

上
）

一
、
諸
居
士
見
已
皆
譏
嫌
言
。
此
沙
門
釋
子
無
有
慚
愧
。
外
自

言
。
我
知
正
法
。
如
是
有
何
正
法
。（
大
正

二
二
巻

六
九
七
頁

下
）

一
、
時
諸
居
士
皆
嫌
言
。
此
沙
門
釋
子
不
知
慚
愧
。
云
何
絡
囊
盛

肩
上

在
道
而
行
。
如
似
官
人
。
令
我
下
道
避
之
。（
大
正

二

二
巻

七
一
三
頁

中
）

長
者
、
諸
長
者
の
非
難
の
例
と
し
て
は
、

一
、
時
長
者
嫌
言
。
沙
門
釋
子
。
受
無
厭
足
不
知
慚
愧
。
外
自

言
我
知
正
法
。
如
是
何
有
正
法
。（
大
正

二
二
巻

六
九
六
頁

上
）

一
、
時
諸
長
者
見
譏
嫌
言
。
沙
門
釋
子
不
知
慚
恥
断
他
命
根
。
外
自

言
我
知
正
法
。
如
今

之
有
何
正
法
。（
大
正

二
二
巻

六
四

一
頁

上
）
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非
仏
教
徒
で
あ
る
諸
居
士
の
非
難
の
例
と
し
て
は
、

一
、
時
羅
閲
城
中
有
諸
居
士
不
信

佛
法
衆
者
。
皆
譏
嫌
言
。
沙
門
釋
子
無
有
慚
愧
無
所
畏
懼
不
與
而
取
。
外
自

言
。
我
知
正
法
。

如
是
何
有
正
法
。（
大
正

二
二
巻

五
七
三
頁

上
）

一
、
時

衛
城
中
有
諸
居
士
。
不
信
佛
法
衆
者
盡
共
譏
嫌
言
。
沙
門
釋
子
不
知
止
足
無
有
慚
愧
。
外
自

言
我
知
正
法
。
如
是
何
有

正
法
。（
大
正

二
二
巻

六
一
二
頁
下
〜
六
一
三
頁

上
）

諸
大
臣
の
非
難
の
例
と
し
て
は
、

一
、
時
諸
大
臣
皆
共
譏
嫌
自
相
謂
言
。
此
沙
門
釋
子
不
知
慚
愧
。
外
自

言
我
修
正
法
。
如
此
何
有
正
法
。（
大
正

二
二
巻

六
七
頁

中
）

一
、
有
諸
不
信

大
臣
。
至
僧
伽
藍
中

看
。
見
比
丘
以
王
所
著
大
價
錦
衣
作
地
敷
。
見
已
皆
共
譏
嫌
言
。
沙
門
釋
子
不
知
厭
足
。

多
貪
畜
遺
餘
。
自
言
我
知
正
法
。
如
是

之
何
有
正
法
。
以
王
所
著
大
價
衣
用
作
地
敷
。
檀
越
雖
施
受
者
當
知
足
。（
大
正

二
二

巻

八
五
七
頁
下
〜
八
五
八
頁

上
）

異
教
徒
の
非
難
の
例
と
し
て
は
、

一
、
諸
梵
志
等
譏
嫌
言
。
沙
門
釋
子
無
有
慚
愧
常
作
妄
語
。
而
自

言
。
行
正
法
。
如
今
有
何
正
法
。（
大
正

二
二
巻

六
三
四
頁

上
）

一
、
彼
外
道
譏
嫌
言
。
自
是
我
衣
求
不
可
得
耶
。
我
衣
新
好
廣
大
堅
緻
。
汝
衣
弊
故
。
云
何
倶
共
出
家
共
貿
易
衣
不
得
還
悔
。（
大

正

二
二
巻

六
二
〇
頁

下
）

以
上
、
事
件
を
起
こ
し
た
比
丘
に
対
す
る
非
難
の
言
葉
は
、
細
部
に
お
い
て
は
相
違
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
多
く
の
場
合
、
基
本
的
に
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は

沙
門
釋
子
無
有
慚
愧
。
外
自

言
。
我
知
正
法
。
如
是
有
何
正
法

と
い
っ
た
定
型
的
な
表
現
を
と
っ
て
い
る
。
沙
門
釈
子
で
あ
り

な
が
ら
慚
愧
も
な
く
、
他
に
対
し
て
自
分
は
正
法
を
知
っ
て
い
る
と
言
い
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
行
い
を
す
る
、
こ
の
沙
門
の
一
体
ど
こ

に
正
法
が
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
非
難
で
あ
る
。
慚
愧
な
し
と
い
う
表
現
が
最
も
多
い
が
、
こ
の
他
に
、

無
所
畏
懼

、

無
厭
足

、

不
知
止
足

、

不
知
厭
足

と
い
っ
た
表
現
で
足
る
こ
と
を
知
ら
な
い
点
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
比
丘
達
が
日
頃
口
に
し
て

い
る
教
え
と
彼
等
の
行
為
の
不
一
致
を
世
間
の
人
々
が
矛
盾
と
捉
え
非
難
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
世
間
の
人
々
は
沙
門
釈
子
と
い
う
も
の

は
言
行
一
致
し
て
い
て
当
然
で
あ
る
と
見
な
し
、
そ
れ
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

⒝
諸
比
丘
か
ら
の
非
難

事
件
を
起
こ
し
た
比
丘
を
非
難
す
る
者
と
し
て
は
、

比
丘

、

諸
比
丘

で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
最
も
多
い
の
は

少
欲
知
足
行
頭

陀

學
戒
知
慚
愧
者

で
あ
る
。
数
例
を
列
挙
す
る
と
、

比
丘

の
非
難
の
例
と
し
て
は
、

一
、
時
有
比
丘
聞
。
呵
責
已
。（
大
正

二
二
巻

七
一
三
頁

中
）

諸
比
丘

の
非
難
の
例
と
し
て
は
、

一
、
諸
比
丘
言
。
汝
所
為
甚
苦
。
何
以
言
安

耶
。
所
為
不
安
而
言
安
耶
。（
大
正

二
二
巻

五
七
九
頁

上
）

（
諸
比
丘
の
中
の
）
少
欲
知
足
行
頭
陀

學
戒
知
慚
愧
者

の
非
難
の
例
と
し
て
は
、

一
、
時
諸
比
丘
聞
。
中
有
少
欲
知
足
行
頭
陀

學
戒
知
慚
愧
者
。
呵
責
迦
留
陀
夷
言
。（
大
正

二
二
巻

五
八
〇
頁

中
）

一
、
諸
比
丘
聞
。
其
中
有
少
欲
知
足
行
頭
陀

學
戒
知
慚
愧
者
。
嫌
責
六
群
比
丘
言
。（
大
正

二
二
巻

六
〇
一
頁

下
。
六
二
一
頁

下
。

四
二

戒
律
規
定
の
根
底
（
龍
口
明
生
）



六
四
八
頁

下
等
）

次
に
非
難
の
内
容
と
し
て
は
、
何
れ
の
戒
条
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
具
体
的
な
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
当
の
比
丘
を

嫌
責
す
る

、

呵
責
す
る

と
い
う
表
現
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
非
難
す
る
代
表
的
な
比
丘
が

少
欲
知
足
行
頭
陀

學
戒
知
慚
愧
者

で
あ

る
と
い
う
点
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
非
難
さ
れ
る
側
の
比
丘
は
、
欲
望
が
多
く
、
足
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
頭
陀
を
実
践
す
る
こ
と
も
な
く
、

戒
を
持
つ
こ
と
も
な
く
、
慚
愧
を
知
ら
な
い
者
た
ち
、
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
よ
う
。

⒞
釈
尊
か
ら
の
非
難

既
述
の
如
く
戒
条
に
よ
っ
て
は
、

世
間
の
人
々
か
ら
の
非
難

や

諸
比
丘
か
ら
の
非
難

が
欠
如
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
け
れ
ど

も
、
こ
の

釈
尊
か
ら
の
非
難

に
関
し
て
は
、
因
縁
譚
そ
の
も
の
が
省
略
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
必
ず
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

十
三
僧
残
法
以
下
、
各
戒
条
の
因
縁
譚
中
に
示
さ
れ
る
釈
尊
の
非
難
内
容
は
、
例
外
な
く
定
型
句

汝
所
為
非
。
非
威
儀
、
非
沙
門
法
、

非

行
、
非
隨
順
行
、
所
不

11
應
為
。

で
以
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

事
件
を
起
こ
し
た
比
丘
に
対
し
て
、
汝
の
行
為
は
非
で
あ
り
、
作
法
に
適
っ
て
お
ら
ず
、
沙
門
と
し
て
相
応
し
く
な
く
、
浄
行
で
は
な

く
、
隨
順
す
べ
き
行
い
で
は
な
く
、
為
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
、
と
。
こ
こ
に
は
、
世
間
の
非
難
の
再
発
を
防
ぐ
目
的
、
ま
た
教
団
内
部

の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
目
的
を
包
含
し
て
い
る
こ
と
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
が
、
留
意
す
べ
き
は
悟
り
へ
向
か
う
こ
と
を
妨
げ
る
行
為

の
防
止
に
あ
る
。
二
百
五
十
戒
の
制
定
目
的
の
根
底
は
ま
さ
し
く
こ
の
一
点
に
あ
る
。
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む

す

び

以
上
、
述
べ
た
こ
と
を
今
一
度
要
約
し
て
み
た
い
。
い
ず
れ
の
律
に
お
い
て
も
各
戒
の
制
定
は
随
犯
随
制
の
建
前
を
と
っ
て
い
る
。
比

丘
の
あ
る
行
為
が
何
ら
か
の
意
味
で
否
定
さ
れ
る
べ
き
性
格
を
帯
び
て
い
る
場
合
、
そ
の
行
為
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
な
い
こ
と
を
目
的
に

戒
が
制
定
さ
れ
る
。

否
定
さ
れ
る
べ
き
行
為

と
い
う
の
は
、
他
者
か
ら
非
難
を
受
け
る
行
為
で
あ
る
。
非
難
す
る
側
に
注
目
す
る
と
、

次
の
三
者
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⒜
日
常
的
に
比
丘
た
ち
が
接
す
る
在
家
仏
教
徒
を
は
じ
め
非
仏
教
徒
な
い
し
異
教
徒
達
か
ら
の

非
難
、
⒝
修
行
者
仲
間
の
比
丘
達
か
ら
の
非
難
、
⒞
釈
尊
自
身
か
ら
の
非
難
、
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
非
難
を
受
け
て
制
戒
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
は
次
の
如
く
三
種
の
場
合
が
あ
る
。
⑴
⒜
・
⒝
・
⒞
が
揃
っ
て
非
難
す
る
場
合
。

在
家
仏
教
徒
、
そ
の
他
の
人
々
か
ら
の
事
件
を
起
こ
し
た
比
丘
へ
の
非
難
、
そ
し
て
そ
れ
を
見
聞
し
た
仲
間
の
比
丘
か
ら
の
非
難
、
そ
れ

が
釈
尊
に
伝
わ
り
釈
尊
の
当
の
比
丘
へ
の
非
難
と
い
う
次
第
を
と
り
、
最
終
的
に
制
戒
に
至
る
。
⑵
⒝
・
⒞
か
ら
の
非
難
の
場
合
。
仲
間

の
諸
比
丘
の
非
難
に
は
じ
ま
り
、
そ
れ
が
釈
尊
に
伝
え
ら
れ
る
。
釈
尊
は
当
の
比
丘
を
非
難
さ
れ
、
そ
し
て
戒
の
制
定
に
至
る
。
⑶
⒞
か

ら
の
み
の
非
難
の
場
合
。
釈
尊
自
身
が
比
丘
の
行
為
を
目
の
当
た
り
に
し
当
の
比
丘
を
非
難
し
た
上
で
制
戒
さ
れ
る
。

上
記
三
種
の
中
、
⑴
・
⑵
の
場
合
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
点
は
、
た
だ
単
に
世
間
が
非
難
し
た
か
ら
、
あ
る
い
は
修
行
仲
間
の
比
丘
達

が
非
難
し
た
か
ら
、
と
い
う
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
釈
尊
が
制
戒
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
必
ず
釈
尊
自
身
に
よ
っ
て
行
為
の
是
非
が
判

断
さ
れ
、
そ
の
上
で
戒
が
制
定
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
釈
尊
が
行
為
の
是
非
を
判
断
さ
れ
る
基
準
は
、
そ
の
行
為
が
悟
り
へ
向
か
う
修

行
の
妨
げ
と
な
る
か
否
か
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
あ
る
。
世
間
の
非
難
を
受
け
た
の
で
、
そ
の
行
為
の
再
発
を
防
ぐ
と
い
っ
た
単
純
な
態

度
で
は
な
い
。
一
見
、
世
間
の
常
識
に
迎
合
し
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
制
戒
因
縁
譚
中
の
出
来
事
で
は
な
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い
が
、
比
丘
達
の
あ
る
種
の
行
為
が
世
間
か
ら
非
難
を
受
け
て
も
、
釈
尊
は
必
ず
し
も
彼
等
の
行
為
を
規
制
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

修
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
行
為
な
い
し
修
行
へ
向
か
う
行
為
で
あ
る
な
ら
ば
、
釈
尊
は
む
し
ろ
世
間
の
非
難
を
不
当
な
る
も
の
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
も
あ
っ
た
の
で

12
あ
る
。

註１

経
分
別

の
用
語
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
平
川
彰

律
蔵
の
研
究

（
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
六
〇
年
）
二
九
一
頁
参
照
。

２

記
述
様
式
の
分
類
、
用
語
に
関
し
て
は
、
長
井
真
琴
・
小
野
清
一
郎

仏
教
の
法
律
思
想

（
大
東
出
版
社
、
一
九
三
二
年
）
二
五
〜
二

八
頁
を
参
照
。
な
お
拙
稿

経
分
別
の
記
述
形
式
の
特
徴

（

仏
教
学
研
究

第
三
〇
号
、
一
九
七
三
年
）
一
〜
二
一
頁
。

３

本
稿
で
は
、
比
丘
の
あ
る
種
の
行
為
が
、
他
者
か
ら
非
難
を
受
け
る
類
の
も
の
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
行
為
を
、
便
宜
上
、

事
件

と

呼
ぶ
。

４

平
川
彰

律
蔵
の
研
究

（
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
六
〇
年
）、
三
〇
八
〜
三
一
八
頁
参
照
。

５

大
正

二
二
巻

五
七
〇
頁

中
〜
下
。

６

大
正

二
二
巻

五
七
一
頁

上
。

７

大
正

二
二
巻

五
七
三
頁

中
。

８

大
正

二
二
巻

五
七
六
頁

中
〜
下
。

９

大
正

二
二
巻

五
七
八
頁

上
。

10

大
正

二
二
巻

五
七
三
頁

上
。

11

大
正

二
二
巻

五
七
九
頁

中
、
等
。

12

本
稿
で
は
、
最
初
に
断
っ
た
如
く

四
分
律

の
み
を
取
り
上
げ
、
制
戒
の
根
底
に
つ
い
て

察
し
た
ゆ
え
、
求
め
た
結
果
は
当
然
限
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
他
の
諸
律
に
つ
い
て
も
同
様
の
検
討
を
加
え
る
な
ら
ば
、
各
律
蔵
（
各
律
蔵
を
所
持
し
た
各
部
派
）
の
特
色
が
よ
り
一

層
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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